
　　　　　　　　　令和６年度　美術科　第２学年　年間指導計画　　　三次市立十日市中学校

１　目標　　

（２）自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，機能性と洗練された美しさとの調和，美術の働きなどについて
      独創的・総合的に考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるように
      する。

２　指導計画

（１）対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて自分の表現方法を追求し，創造的に表すことができるようにする。

（３）主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を深め，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

評　価　規　準

時
数

目　標分
野

領
域

月 題材名

指導指導要領
との関連

表　現 鑑　賞 知識（知） 技能（技） 発想・構想（発） 鑑賞（鑑） 表現（態表） 鑑賞（態鑑） A表現 B鑑賞

4

5

6

鑑
賞
中
心

6 さまざまな椅子のデザイン2

さまざまな椅
子を鑑賞し，
形や色，材料
が，座る人の
ことを考えて
どのように工
夫されている
か感じ取る。

形や色，材料
などが感情に
もたらす効果
や，さまざま
な椅子の機能
性と美しさ，
造形的な特徴
をもとに，全
体のイメージ
で捉えること
を理解してい
る。
（ワークシー
ト，期末試
験）

さまざまな椅
子の目的や機
能との調和の
とれた洗練さ
れた美しさな
どを感じ取
り，座る人の
ことを考えて
どのように工
夫されている
かを考えるな
どして，美意
識を高め，見
方や感じ方を
深めている。
（ワークシー
ト，期末試
験）

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
にさまざまな
椅子が座る人
のことを考え
てどのように
工夫されてい
るか感じ取る
鑑賞の学習活
動に取り組も
うとしてい
る。
（行動観察，
ワークシー
ト）

(１)ア(イ)
イ(ア)

6

7

9

思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度知識・技能

時
数

目　標分
野

領
域

月 題材名

指導指導要領
との関連

意図に応じて
材料や用具
を選び，表現
方法を創意
工夫して，制
作の順序な
どを総合的に
考えながら，
見通しをもっ
て創造的に
あらわしてい

る。

多くの人に自
分が住む地
域の魅力を
伝えるため
に，その地域
の特色などか
ら主題を生み
出し，形や材
料，伝達の効
果と美しさな
どとの調和を
総合的に考
え，表現の構
想を練ってい

る。

お土産のパッ
ケージや地
域のキャラク
ターなどの調
和のとれた洗
練された美し
さなどを感じ
取り，デザイ
ンの意図や
工夫などに
ついて考える
などして，美
意識を高め，
見方や感じ
方を深めてい

る。

美術の創造
活動の喜び
を味わい，主
体的に自分
が住む地域
の魅力が多く
の人に伝わる
ようなデザイ
ンを考え，工
夫してあらわ
す表現の学
習活動に取り
組もうとして
いる。

美術の創造
活動の喜び
を味わい，主
体的にお土
産のパッケー
ジや地域の
キャラクター
などから，デ
ザインの意図
や工夫を感じ
取る鑑賞の
学習活動に
取り組もうとし
ている。

（１）イ
（イ）

（２）ア
（ア）
（イ）

（１）ア
（イ）イ
（ア）

表
現
中
心

地域の魅力を伝える

自分が住む地
域の魅力が多
くの人に伝わ
るようなデザ
インを考え，
表現方法を工
夫してあらわ
す。

お土産のパッ
ケージや地
域のキャラク
ターなどを鑑
賞し，デザイ
ンの意図や
工夫を感じ取

る。

形や色，材料
などが感情に
もたらす効果
や，造形的な
特徴をもと
に，地域の魅
力を伝えるデ
ザインを全体
のイメージで
捉えることを
理解してい
る。

9

構成や装飾の
目的や条件な
どをもとに，
四季折々の動
植物や天候な
どから主題を
生み出し，美
的感覚を働か
せて調和のと
れた洗練され
た美しさなど
を総合的に考
え，表現の構
想を練ってい
る。

季節感をあら
わした作品の
調和のとれた
洗練された美
しさなどを感
じ取り，季節
感がどのよう
に作品に取り
入れられてい
るかを考える
などして，美
意識を高め，
見方や感じ方
を深めてい
る。

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に四季折々の
動植物や天候
などをもとに
発想し，デザ
インする表現
の学習活動に
取り組もうと
している。表

現
中
心

季節感のある暮らし
を楽しむ 8

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど

四季折々の動
植物や天候な
どをもとに発
想を広げ，形
や色を工夫し
てデザインす
る。

作品を鑑賞し
て，季節感が
どのように取
り入れられて
いるかを感じ
取る。

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に季節感が作
品にどのよう
に取り入れら
れているかを
感じ取る鑑賞
の学習活動に
取り組もうと
している。

（１）イ
（ア）

（２）ア
（ア）
（イ）

（１）ア
（イ）イ
（ア）
（イ）

形や色，材料
などが感情に
もたらす効果
や，造形的な
特徴をもと
に，あらわさ
れた季節感を
全体のイメー
ジで捉えるこ
とを理解して
いる。

意図に応じて
表現方法を創
意工夫し，制
作の順序など
を総合的に考
えながら，見
通しをもって
創造的にあら
わしている。



9

10

11

12
レオナルドとその時
代 1

作者や作品の
背景をもと
に，新たな創
造を目ざした
作者の表現の
意図や工夫を
感じ取る。

形や色などが
感情にもたら
す効果や，遠
近感や明暗，
人物の描写な
どの造形的な
特徴をもと
に，レオナル
ドやルネサン
スの美術を全
体のイメージ
や作風で捉え
ることを理解
している。
（ワークシー
ト，期末試
験）

レオナルドや
ルネサンスの
美術の造形的
なよさや美し
さを感じ取
り，新たな創
造を目ざした
作者の表現の
意図や工夫に
ついて考える
などして，美
意識を高め，
美術文化への
見方や感じ方
を深めてい
る。
（ワークシー
ト，期末試
験）

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に新たな創造
を目ざした作
者の表現の意
図や工夫を感
じ取る鑑賞の
学習活動に取
り組もうとし
ている。（行
動観察，ワー
クシート）

(１)ア(ア)
イ(イ)

12 北斎からゴッホへ 2

作品を鑑賞
し，日本の美
術が西洋の美
術に与えた影
響について考
える。また，
日本や西洋の
美術作品につ
いて，それぞ
れのよさや美
しさを感じ取
り，美術文化
への理解を深
める。

形や色，材
料，光などが
感情にもたら
す効果や，作
品の造形的な
特徴をもと
に，日本の美
術が西洋の美
術に与えた影
響や，日本や
西洋の美術文
化を全体のイ
メージで捉え
ることを理解
している。
（ワークシー
ト，期末試
験）

日本や西洋の
美術作品につ
いて，それぞ
れのよさや美
しさを感じ取
り，日本の美
術が西洋の美
術に与えた影
響について考
えるなどし
て，美意識を
高め，美術文
化への見方や
感じ方を深め
ている。
（ワークシー
ト，期末試
験）

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に日本の美術
が西洋の美術
に与えた影響
について考
え，日本や西
洋の美術作品
について，よ
さや美しさを
感じ取る鑑賞
の学習活動に
取り組もうと
している。
（行動観察，
ワークシー
ト）

(１)ア(ア)
イ(イ)

1

2

3

35

墨で描く楽しさ

作品を鑑賞し
て，墨の表現
の豊かさや余
白により生ま
れる美しさな
どを感じ取
る。

墨の性質や質
感などが感情
にもたらす効
果や，余白の
効果，造形的
な特徴をもと
に，墨の世界
を全体のイ
メージで捉え
ることを理解
している。
（ワークシー
ト，期末試
験）

墨の特性を生
かし，意図に
応じて自分の
表現方法を追
求して創造的
にあらわして
いる。（作
品）

形や色などが
感情にもたら
す効果や，造
形的な特徴を
もとに，伝わ
りやすく，わ
かりやすいデ
ザインを全体
のイメージで
捉えることを
理解してい
る。

意図に応じて
表現方法を創
意工夫し，制
作の順序など
を総合的に考
えながら，見
通しをもって
創造的にあら
わしている。

情報を伝える
目的や条件な
どをもとに，
伝える相手や
内容，社会と
の関わりなど
から主題を生
み出し，形と
色の組み合わ
せの効果や，
わかりやすさ
と美しさの調
和などを総合
的に考え，表
現の構想を
練っている。

ピクトグラム
など，情報を
わかりやすく
伝えるデザイ
ンの調和のと
れた洗練され
た美しさなど
を感じ取り，
情報をわかり
やすく伝える
ための工夫な
どを考えるな
どして，美意
識を高め，見
方や感じ方を
深めている。

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に何を伝える
かを考えて，
見る人にわか
りやすいよう
にデザインす
る表現の学習
活動に取り組
もうとしてい
る。

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に情報をわか
りやすく伝え
るための工夫
を感じ取る鑑
賞の学習活動
に取り組もう
としている。

（１）イ
（イ）

（２）ア
（ア）
（イ）

鑑
賞
中
心

表
現
中
心

墨の表現のさ
まざまな効果
を知り，その
表現を生かし
て作品を描
く。

6

(１)ア(ア)
イ(イ)

墨の表現のさ
まざまな効果
をもとに主題
を生み出し，
単純化や省
略，強調など
を考え，創造
的な構成を工
夫し，心豊か
に表現する構
想を練ってい
る。（イメー
ジスケッチ，
作品）

7

何を伝えるか
を考えて形や
色を工夫し，
見る人にわか
りやすいよう
にデザインす
る。

作品を鑑賞
し，情報をわ
かりやすく伝
えるための工
夫を感じ取
る。

（１）ア
（イ）イ
（ア）

表
現
中
心

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど

絵
や
彫
刻
な
ど

わかりやすく情報を
伝える

墨の表現の豊
かさや余白に
より生まれる
美しさを感じ
取り，作者の
心情や表現の
意図と創造的
な工夫などに
ついて考える
などして，美
意識を高め，
見方や感じ方
を深めてい
る。（ワーク
シート，期末
試験）

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に墨の効果を
生かして作品
を描く表現の
学習活動に取
り組もうとし
ている。
（行動観察，
振り返り）

美術の創造活
動の喜びを味
わい，主体的
に墨の表現の
豊かさや余白
により生まれ
る美しさなど
を感じ取る鑑
賞の学習活動
に取り組もう
としている。
（行動観察，
ワークシー
ト）

(１)ア(ア)

(２)ア(ア)
(イ)


